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爆薬猛度の実験的研究

第五III 報高蓮度面隼下町国体の高実塑性流動誼と歯車並の発生

(其の 2 非金属)
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通ずる.役目脅冊ま~flの号!目り強箆3よ上の演さをもつ

ものがm!し< .エポヲヲタを依沼した.銭信と祭涜

綱のJJl'l之際草寺と滋長に〈らペきわめて樽いので，急

しゅんな醐のE射の療でも曲面の訪に潤する

ことは後毘の動宜速度の測定に関する使燃焼掛柏、らみ

てもわかる.

この錨箔とコソタタトの鉛れの聞に総級紙を介して

全体をテープでおおいず"タイトにする.この紋S撃を

ir-N:. 悶>Aの鈎〈である.

n，表，結土.液体，勿体噂について符ったもので，

底面が平滑なプリキ劉切っ包総に院併を紡め，プリキ全

体を共通微に迎鮪して2 ゾタタトを形成させ，以下A

訟に憎ずる.この縁台， A法に比べ， O.5mrn のプリ

..胞の厚さがあるが，この泌を最適するために事をする

時閣は庶務内伝掲の時聞に比べて祭鎮できるo f/tlL.

R潤自身の吻貿翠度に )L合う翠巌謹翠は与えることが

出採ないから，ヨソタクト nl! Mt d を変えてII!銀関飴か

ら髭蝕までの時聞を求め，自白面速度 7 を見幽すとい

う物質巡皮の~胆には IIれられない。〈聞， n)

官1 揖

2 実験方法

,,' 拠験波置及び1i訟

実験卸泊I温帯》と本質問Iユ1Ilった、のではない.

すなわち.酬明習としてはプラゥγ管オヲ ν ロ{録

高鍋引退院 Icm/Jμ 到'Ill帰。[)を使用し，線引併がR

桝トニ与えた宿世相司の検知'1，爆薬>~棋の聞に低い

たイオゾ鐸議fで，苦言a・~J~に溺透したB割叩ま.Ill

!NJrdW~ (d=Q.025mm) をもっコソタタト・の段銭

的祭舗による.信号:ヱパルス化されてオヲ γ" に送ら

れることは鱗 X報"にのベた通りである.

たど，今度の院科は，ぞれ自身!ほとんど世保が河之

W~ 体であるので，五守ユのこ口、を待ったので次に A体

的に疎開する，

A法. "ラス，プ h ，合成細胞〈メタアタリル樹

脂)，法右暗について符った方法で，官輔の一面を平

らに lU lL. I~ さ O.025mnl の銭簡をはって災遜餓に

さ~に，鐙彊の金調に勺いて爽建設し. s町隼がある限

界札上に烈しい爆濠近くの倒視においては，働質ヵ'.院

的lζ 疎化 r る衝撃l!J1柑生絡から解欲されて，国体内総

力滋の級相はむしろ液体的， IIl jjl挽悦生置を脅?びること

を腕かにした".その様符1f t ， tJl'寒波にくらべ，滋の

伝福巡度は低< ，遂に勧宜温度は高速となっている.

また， ζのような現象にはかなり捌らかな， nl 性会存

在し，ニれは物質によっても煩っている."において

は，符った爽世圧力 (1 0- 20 万奴度)でもかかる現象

は完全主せず，紛とアル'"ウムではこの陥界底力は l。

万気耳以下であった.

渇捕では，それに引きつづき野金属財務について阿

織の製織を符った結果を級骨する.
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..繋 all の受検的研究 初9

主uコのよう民して待った鮪尽な製示すると裂 1 の湿

りである.

表から，幽体にぷいでは，合成樹附以舛はいずれも

鰻ポ近僚に応力滋の低漣度量搭領犠が存在しているこ

とがわかる.ζのありさまは， ~I をもとにして固い

t:.c の夜軍による変化路線によれはー燭商隠である.

〈回 2) との住怠恵医綴唆の髭闘と形は材腎によって刈

るが，ハラ 7 イ:-'， ::f' ム，大連 iG.'If'17-'f;. の.I笹盤

波への忽厳な立ちとりを見せるものと，ョ γタリー h

砂等の民端的なだらかなものとの比掴捻符照的であ

る.それにた L 、して，合成樹脂では .IOmm において

もこのような現級は琴設もておらず滋の様繍は五銭復鯵

匿となっている.

ζの工うな燭滋侃の低速銀色究(高次盤佳世i1JJ血枝)

がIII 調書の強さによって変化すること， a金礎につ L 、て係

姐吋袋 C明らかにしたが，持金凱でも閃様の現織が見

られる.ここで田 2 において幽織の忽滋な変化を庁、し

たバラフイ γと，なだらかな変化をするコ Yタリート

モルタルのニ例について. TNT を盤調として業務を

妥it せしめて得た結果は図 3のごと〈である.コ γタ

リー Hエタルタ 10% 怠L上の薬"の弱い部分:こ了恥之があ

る微であり，信わめてなだらかな形となっている.パ

ラフイ γにおいてはこの頂点，すなわち，左のお次盟

位皆錨納政と，右の復隼滋との協界点は TNT lli 味と，

~ 1'-' タ '0" の中間にあり，形は-1Il， a般な山形となっ

ている.これからみても，これらの織絡は部報の鋳や

プルーユウムと鉱をーにして考えることができる.

3ｷl ~想定鈴集 己れに〈らべて，水 tZ 鑓滋から低下のー追を辿って

表 1 各穣非金属国体の ~m. における応力法平<，依栂遺皮の電気的測定

":訓巨 細 mIn c; 伝燭温度 ml'

-:2ｷ2 ~略の脱朋

，.，・ 1 出掛

(I) ;、，フイソ融点"・ C の同色のもの. (2)

~ム ゴム詮の赤ゴム.(3) ~.....タリート'"ルタ

ルセメ γ ト勝点?分. 'lOJ 分. (・〉ガラス I事さ

1 1. 2mm の Y ーダグラスを 2-3 筏，~ポ，ヲタでは

り合せた. (~)石炭 7，82Oca l国定成策 53.27%. (6)

杉木目平￡品司脇‘ mm の勢、色部分，滋の世符 '1i 向 it

木固にそう. (7)粘土含有水分 26% ，給よ絡ヱに

手引な視さ.

これらの内，パラ 7イソ，大気店 =γ タリ- H::

ルタル等は徳川恨のものと I屯ー品である.

砂， NH ,NOu N3CJ , KCI 等の弱体は鎗1・n殺に

準じてm観した.1<慢の直径はお-40mm である.

'-2・2 爆終

録集は.v ヲグ通過の TNT3α羽g を内包 40mm の

紙簡に鈍噴いポール紙で彼五〈する o (d=O.95g!cc)

伝優賞起として ROX をお g そえ. 8~J 爾管で t，<ra- r

る.

ただし，合成樹脂のみは3C) mm 角柱とし次の写真

的研究と関翠せしめるため. RO:\1 田g の:lO mm 角

のポ叶レ紙 II 悶角筋に後 mした o (4-1.05g/cc) 久明

り 8 母'iU1j1で点織する.いずれも，11<包鎚商の祈り代

は包裂後期続して，ヨヂ戸プで止める.

3 各唖非金属材軒の壇の缶播

遺産の剖定

コ y タリ-~ ，<"-，，イゾ 給 土 ガラス

α < • ce “
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局 2 界金属材"の訟の伝播速度e の圏E・的定化

長手作
••ε 湾
醐

a・ a 剛“吋柳川岬- ~'c It •

回 3 ~..，ヲイ γ及び""'\I-~の

3廃"'"化。拠厳

お勺，密集も u・・ 20mmの t を!lI!報"に箪じて求め

ると'，&おno，ーとなって，久~り"・30mm の "αxl

n1'S よりも貫道となっている.由主ニこに実験した穏

周では正III・K・R自の緩闘を示し，幽休k'患って路"'II!

憶現象はボだ見t処されていない.

3・2 測定の償額界の時報

且上の剤鑓色節也、づれも二回札土の率均であるが，

同一発件で実験を〈りかたし，淘奮のfll頓盤をしらベ

た. ，タアタリル樹聞は，この拠敏条件では鰻君臨に近

いほど広刀波は高潔で.正規!If"滋のみを示寸，むし

ろ特異な倒であった.それでζの点なも吟味できるよ

うに. "・ 10. 20mm の持者について. .回同平均と

して，前者は E・$.2S0 m's のもとに n・土 1回m 容

を，後靖は x.‘・ 130m/s・ R・・玄 110m S, emt_~
%)となっ fゐ縄問らかに a司 IQmm のJjt; t率い.

次に . 1~~7 イ川主袈'と悶ー橿のものを mいて債

たに鈴迭して待ったところ. ，回の平均として.“帽

IOmm では 3，6鈎m !ll. ，， -20mrn で‘・O3O m. とな

。'この釜は厳艶札上にある.そして。 n~ ぉmm の

方が，タアタリル樹衝とは逆に衡必でめる.然し...

1 の鍾はこれよ 9 も低遣であることが投目される.今
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II の，、ラフイ:..- :-:.鋳途に当り目急冷したたぬ内認に a

III な気泡を含み，表 1 のものよりも全体が腕色誠治・強

い、のであった.そこで，この 21置のバ.，イ Yの穫

は，鋳迫電の際の空僚の存在がき~~に大きな盤を与える

己とを物持っている.この六は，ヨソタリート~"タ

ルぞ砂のように絵子位 l己lr--. 気泡念会むと直隆治."

g安と留軍置の露見偉が不等砲とな..省 b かえれば，

m低執玄閣a>の田子が強〈なる鈷架とー世している.

また .ill の紡品が徹位化 rると III 也激 t'Jlp)~必り品〈な

ることも符様の!l!Qであると思われる.舗向盤鐘~."

!l!必泊三間一置付繁でもそのt!予情活性や気泡の存在に

かなり彫'署されるので，時に'"このための箆が潤植の

怒銘 iλ ょになヲ得ることがわか

る.

表 2 弗金 ill 周"'のぞ医

逮/f ell 暗定

a:~. rom

I':I'U! 医穆さ mm

句内観法による物質速度m'，

l'of:If(機設による物買逮'" m ,

ョ γ タリート HI ル

apr.r.

11.8 2.1I

21.:1: 2.25j
1.9 可

31.1
7.'‘

山
崎
国
紙

お

m
w
n

6

4

1

引司 6.6l Z
;;工 I.工l-L-
パ，ヲイ γ ゴ .

一
い
ん
じ
…

4 非金属団体内の応力滋の

軸置謹E貨の劃定

I""報において金毘絹境内の応カヨ度の格覧遺産を濁

定し''''九二の方法を瓜刻して.ョr_凶仲こついて

符った.然し，さきにのべたように非金属毘体のほと

んどは電焚:~唱体であるため.!>i製.. II侠的に剖

re-rるとすれば，前途の波の伝掲適度鞠安2窓口和じて

符わなけれItttらない.

まず，ヨゾタリートモルタルについて図'A の d を

!t化をせ.ll思聞鈴からコ Yタタト篠宮aまでの時間干

を求め ， .._II 酌級を爾t. 合脈事専長。の各々の副総
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図 4 多得金縄問体の す-d幽Ii
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の傾斜から勧賞迎 E更を得た. lO;に，掠混と間一切震の

問自民〈直径2O mm) を作。，その裏面に銀晴をはりつ

け， IIl J直線の門医法と国緩の手段で勤扱 llllll を求め

た.これらの鎗骨揖 3 にir- tごと〈であって，同僚

援と T-d! 金 t寵議習。とは 0- ぉmm 以上の臨調 E

においては返し鉱を与えるが，短編・ヰ后ず〈と直獲量主

の万が大きな飴擦となること I:.$ll 守慢の飴 III と隈ーで

あって，以務の自由萄に強 t 祭ill 苅の樽い膚ではら》も

た錨摘は自由爾の速動:こ追随していると見てよいよう

である.従って，以下，図 'A を広潤した直後強で咽

定ずることにした.求めた ._d 曲線は悶 S の通りで

ある. "'3 によると，いずれも，低温度保援に Aると

物置述腿の上昇は~瀕であって，~ム食事は"に狐警で

ある.

5 応力量の衝喪による亀到£tllm

した伝播逗皮劃定結果の検討

本研究の初めに，鉛鐙の民舗に爆裂を置き，対俸に

lIll書すると，高原の産量広均混同志がfig慢して，際高

内に引銀り亀裂面を合ずるので，己の効IIIを利mして

船出勾の応:tJ!安調E法をXλた吟. このJ自主義i主時間の

濁定に慢逮既却のiI爆後を周い，応力遣のIII提には力

学的なi1の餌失効果を利焔ずるので，その後に行った

電気卸潟健法に品、して，火B臨~ヌ声明刀法.または

揖噛万差是とも絡すべきものであった.ニの万酌ふ

さず鉛箆のみにつ‘て誇ったが，阪選釣aこE去の笹失額

附近の同断的な温度を求めるものであラ，縫って，そ

のままでは震の時間ー毘l'ISl健主ヲと金に京ゆることは

できなかった.

そこで，縫車 (TNT .1 """O.9~g cc) による鉄内の6

3行法はE泌の測位fi形戎であると仮定し，鉄院をIe柱

にはり合せて健闘して鉛討内の滋の覧会な時間ー医測量

曲線を定めた.Ie伎の覧会な時間~距般幽線が\i1まれ

留々の紛腎について開織の手段て規正;することがで

ばき， IXで金踊の官舎民的測定によってプ'J~O\jJj訟の逓

増とした依や鉛円の応力滋速度を直鏡に測湿し叫そ

の鎚来，先の仮定による盤を補正して宿直々の物置内の

応泊滋伝揺盤反を定めた.

ま I..:.#}組事‘.，において， tl。ニ煩哩iεtl!'こさかの"っ

て金毘円の滋の伝漕速度をしらへ，鉄.鋼，"積認定の

Ieにおいては会〈鎮ま智'の噛築と一昔し t:.tl~， jft,:.

昆史の低下とともに管掌渡よりも高次の宣車形式であ

るS世法~....唱易;増量することを知恥さらに曾

々の持金嵐広体こついても...~盆さと肱陸自三よっ

て. lIJlII:に皇位擁r.sの存在a・Elめられ".

42

そニで，ニれらの'If材"に関する直接穏を舗と，lIIi

mとして用いたIe~~をすべて高鈍度品と見なして待っ

たカ傘割方建による僻とを比絞するとやはり力学的 Ii

絵に使用した調。姥に 1:'_< 鹿住滋動を量す'" ~ ..t/.存

在していたこと治朗らかとなり，この広からも， m盟

報の笑滋揖果を爽づずる ζとができる.

IIl D礼及び活唱に制、て骨った優と力学酔淘笹径

の値"とを民禽~，ると，-1段するものには.iI<，銀，ヨ γ

タl} -r~ tVタ N. 大見石，，.ぴ iこ空気，耐震等の密体

がある.阻ま皆カ学祭宮島定能祭が高速である.これら

のー置する渇合は.当然遺漕として使用した III 相主習

の高速監を示して t たわけてあり，念のために鉄こつ

いて純度押 IS" の船住を使胸して力学的刀法を符う

と関ゐの鉄ム印となり，これらを錨 A 曲線は鉄と婦の

u面で，前四にー骨ずる.送に.:!'!闘の益構鉛が依

巡盤を ikすと奪えて，その時の実験値をもとに作図し

砲すと阿国の D印となり.鉄内の滋 k して I ，'田 m ，

をm- t. このような迎.II i! 考えられないから，前簡の

着剤堅実袷・高途盤を示していたことは明ら a である.同

様のことは，鉄民つづいて待った錫 . =::/1; リート毛

ルタル. .大混:ti lζ ついて、いうことができる.田

..大環右〉

と ζ ろか・2事W報仰のお土以下の盟体，ならびにそれ

に引きつづいて行った議体重でまー緩に方学割方訟な

高温となっている.'-'1し.二れら白ま，前回の1J'"前方

訟の努量値に，低速監を許す径がJ変駅99.16%) の時間

向原1I盆餓をあてはめて作図し直すと，今回の官後測

定による範とーさ1'"，る.その一部として，花崎必.こっ

t て示寸と図ゐのようになる. x印白日仙i飼いたSllll

で，Inの時冊ー艇灘Sllil!l主高速の渇合4レSまってある.

これも純度 99.18% の般の拷問ん実弾館館を綱いて

開き拡すと口町Iとなって，今回の竃宜的協定鈷IIIと金

〈自噴する.さらに，己れを施める t..:.;¢l:'，花健穏を

き費々の隠みの純度の居住l己はり合せ，電気的に災情す

ると L>印ζなって， 0印と出Z一宮し増幅である.

従って，:!，!に花鈴告と晶乙使用した鉛径は鍵度が 99.18

，.以下で， TNT の征.，こよる怒君由旬t二強丸、II位揖

際調!'IIを忽すものであったことがわかる.関様た倒と

して粘土の峰合も示しておく《田6結土J. この幅均

は液体に、及んでおり.液体の鰐ζしては永2<rJ水銀

の備をaゅ‘げてお<.

ζのよ引こ，先の力争相rli芝生 c ，今回の直:!i:指定と

に〈いちがいの私られた.合az，着想優位に依鎌足必

(99.18"程度〉の時舵扇彊盆IIIをmいる ζと二よって

陣鐸を一昔させるζとができる.
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図 5 力学的混定縮努の吟味

結同，，，，の力学的測定貯 jさをここに将勉 L. 今聞

の直後制定飴梁と比べると按 3 となって，こ乙巳

はじめて各鑑防車専の 2廷の応力滋速度が決定し，ブ 3

象的制寝と直接現慌の皇室から m骨》でのペたよう

にIII のs!態滋と高次盟盤穫の臨界性が純度ぞ敏晶包子

の大きにきよって変化する絡!lit(裏づけることができ

たわけである.

6 桔績

回体に加えられる富撃が低適度の聞は，努性Ii.ま

たは保次の盟陰苫が伝措するが，高速，商産の復寧と

なれば，高温度で時計る復宣露出 2発生する .M しさ

らに lr 隼がき貨〈なると，酒船主，悼有の費 1揖集エネ

ルギーを保骨 Pることができな〈なって，再び盤性淀

酷を起し勉める.この箆性波動は固体が液体'"揖繍を

事費 3 1l 学的測定 to 電気的環定による

捜の伝帰途"の 0' 土俵

国 体

'"賓

鉄 忽3 .β 泥沼 ''= o.，‘逮性.. ..4,100 4,100 ,

銅 '"‘2叙柏〉崎 ー ''>田 ,

，~タリート

'"
3.> ∞ー 2，6安〉句 11 ,

~ k , ,. 3,"" 3,7..01

大 沼 右 '""幻 66，I-田 6,660 I ,

結 ~

改) >7.500 3，9田 fc. 低速性
(26%含水〉

有 ,. w _.1
_， 3国

花 尚 岩 32 5,750 •6.~幻0--
，ミヲフイソ 30 ,",00 3;990') ,

杉 3c '.例lO 九"" •
ガ ヲ , 32 7 ，'α>--

4 ，4α3 ,
8.200

ゴ • 3.'νv •九"'" 4.31C")

ηa...2L~:!O.O

n a=~.O
~) «_21 三-37.2

務体. ~);C， til!:!:

|四抑法制電主主 気帥 力働に学使隆的用の方性し訟 た質
'"9定 4島 ω による による

mm " mSIC m.lI

木

盆

柏

会

前

水 l 坦 ‘，3 α4 ，〉7Y』30 3,410 o. 低主主性

3.1α〉白ー
銀 ヨ3

3 ，'α3
."", •

"
お3 _.000 6,160 , .高速性

安 30 3 ,100 3,420 •,. 30 2. 笈lO 2,830 •右 30 2.α lO 3,020 ,

許す現象と港えることができる.

鉄や舗においては. I原子聞の滋!lI!ュ 1ドルギーが高い

準位にあるため.'0ー百万気圧農産の11<撃圧力を与え

る中級威力の爆郊では，このような現象は包らず，特

にS船主復I!渡の兎告すら留められない.それに対し，

密ぞアル~.::."ムでは1σ7i気亙以下の-髭カ，ある

いは笈~白衣lOm' の復撃程度でE隆志置震があらわ

れ， ζれは11<象条件を強力に"るほζ強〈起る.

この忽祖内の穫の直積速度を濁音すると.n滋速

度よりも伝速であり，この望聾は，国6上のような蚕

，-応力e幽織の傾"がa界点 A から切り立つこと，
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すなわちoJ lヌ効'Iiiに容易になる状尽にほかならず，

従って次弐に従う伝鰭速度は低下するのである.

III 性滋 w宝刀 Dn f.. ~l 二おいて iむその防体のもるさの

極躍が兎概されると考えることができる.す tt. h宅，.

縛臨 ε僚に e の依 L咽援がある条件下の磁片をしらべ

ると t報のごと〈麟肘・に辺四世からは III 住宅途卸守

滋片 'tI: 発生し.それ'"食堂して. <の低い錨慢が存在し

部長停でふ盟国噛片は莞見きれず.も刷、形式

の磁片があるのみである.

このような様相の安住・:.， t ,,;1., . 鉛首.ずム，

結土， i~' 7 イン等についても，見出すニιができ，そ

の本治世置は会<Ilの嶋合と同総であった. I舎に

がラフインにおいて"e条件の盤によって船の終'U

Itに刻似する餓暁を得たことや .γタリートモルタ

ル，木，砂等のよう1ニ気泡を含む物喧でu.tI!・2安より

も皇陛務奮闘図子が磁し ζの鳳界住が存穆置となる

ことは興味あるhlmである.

水，空気においては.ζの長掛混闘では値段波蹴E支

現副ま即!llされ仕かったが.もしも衝撃h~1)l:想的に後

くなれば.lJ:・iii現8lの捌!II点が見附されるである

う.この点は鉄も岡織である.

結局，還語的に街道B. !Ii反のII:髭b・与えられれば，

すべての物置比液イ出制闘を魁す可侵聾が"ると'lJえら

れ，その!>界点の鴎嶋iこ 11隠体，液体，気体の屡鎌カ

の叡酷評舗の見地から. iMl紛健の俣浮羽J}5Ill:&町たわ

っているξ曾える.

後りにのぞλ，たえず鼠情ある器術事を闘いている

材関勉簿土と.J!(広大学工学濁. u昨砧相~.廷闘望調

~受盆田こ!可思『禍事院i夜三&授に認〈墨書歯する.

文 置

，)綾符武尚火脇鶴 18 22s (I日 η
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告さって，関 6下にお、て. KOl混からある饗彊月の

鑓陸波宮号室儒援の終点〈国6 A. B) で急汲な eの上

昇があり，そニか

ら11:..首位閣に惨

ってい<.また，

箆佳謙蔵掴'.IIの物

置湿度は，と逆

に粛 ill であって，

島実移動が書簡の

穆劃に近づ〈傾向

をもち，ニの点か

らも!l!~の澄鍵が

II位当制酎句である

ことをうなづ〈こ

と念:できる.

ζの盤絵謙&l li

は. tel 二おいては

少震の不鉱物の介

在て喧〈発世 Pる

ようになり，健史

99.7% では TNT

(4-0.9 .5g， cc) に

よる11:.で.題覆から 'mm 以内に起り，四"'"以

下になれば IOmm に湿し，さらに強コりな RD 、(.・

1 田g{，町〉によれば .n申告は IOmm. 皆掛ま l~20rnm

にのびる.

個.Iiが高速となるこ c" ・上式の窓裂を増えても

明らかなように.蹴舶に幽体を硬化せしめ.1>衝で起

すIII 却は ~b めてもろい信書で"って，この仮象滋と

• ... t，俊臣室
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OnBrisanceofEXlllosives(Xlll)

nigh-orderplasticdeformationinnon-metulic 白olid

bydetonationofclCplosh-cs

byT.Sakurai

If a 抽出回 dy issubjectedtoaviolent

impact a国ve acertainlimit.the 田lid

isreleasedfromitsown ∞hesion andacts

asaliguidora plasticmatter;this

plastic wave 国11 benamedasahighｭ

orderplasticwaveandcharacterisedby

alowwavevelocityandahigh part 同Ie

velocity.

The 出品目. inad悶g四m ofwavevela

cityanddistanceasshowninFig. 1,

theregionof high 寸order plastic.wave

with low wave velocity exis 回 over a

dist四国 of a加し1t 1O-20mmfromimpact

田町田町 d thenthewavcsuddenlygets

ahighervelocityatthepointsofforming

ashockwave 、，Vhile ， theparticleveloｭ

cityof n high寸order plastic wave is

higherthanthatofshock¥Vavc

, F可， .1

4

:",~\'......1f<1I~

。』・" .“"“'・d“<~叡 C~ ..も陶

TI 児島 phenomena aredistinctlyfound

川 gla 田， marbleand pa 四節目 etc ， but

unc1earlyinconcreteorsandstone,

Onthe 回世間 ry ， the 配 phenomena 回n­

notbef.凹nd in “ Pcrspex" asshownin

Fig.2
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小型火薬庫の爆発実験l二ついて

〈昭屯"隼 8 }'l 19S~種》

浜野元継，竹内不二鍵，伊蟻i楠，町僑'"二

〈蓮潟産業省略エヨ医局緩慢化予腺:Ie.!I:IIff)

聾旨

この実践;三火薫陶の催発が廃園に及はす型竜也を笑敵前に提査し，火"/ill霊針の資慢を仰ょうとす

るものでるる.その予銅突畿として商事副年 B R. 錠体県富生町二三段火薬庫草試の鉄筋コ γタ U

M ト溢および::1 :/"9- トプロヲ P途各 II 烹づつを寧摘し. 9n18回巳爆発突磁を符った.そして
火粥磁の極書式況.Il嵐官遺産の強さおよびJi/Ql鈎の鮫布状況を蛾刻した.

~ ;1:::

l 領6砲債のロ閤

' 実験の'"傭 E火護婦の傭盆，使用火築覇，ョ

':/19 ート盟Jl!>\融等3

E 鍵験の!l!lii

W 火拠隠の爆発後の状況について

V 織兎底力〈依_，について

、1 鎗発飛散物について

刊。結び

I 実載の目的

等を実験によって知ワ度いと考えた.出し乍ら予算喝

の国係もあっ'C， 1 固にその目簡を量·rる緩な突破を

行うことは路来ないので.原敏えず，予備実伝銭段階

c して，三銭火灘'"に貯夜中の火来賓が万一爆発した

場合

イ 火撚障の放線状況

但 附霊の撹蝿

決舷絡め形状及その飛倣状況

z 鰻3患のS布製a苓付近に及ぼ?彫容

について_rることとした.

司 ft~* 位置

重量~.，.>t，""一日出

回 1 ，隆燭牧民主主プヲ~'".)-，ー配包越窃

B. 実験の増個

3・絹 所

笛木県俊-葛生町業勿ふこある石灰;;;努志経珍を遺

定した.そのIi幽はここ弘三JiiJ~ iてトーllCm の山に箆

ど

ーゐ

1

~t

~ L

ム，"

~

主三

火薬鱒のllil医.>保安亙撞aニついてι主火薬廻'"・法

l!i符復llllζ鎮定されて居り.1')れ、環;»t!ぞ咲鍾ζ館副

"に還〈もので.まあるが，ー方火気摩を笑島三緩怠さ

せてその状誕及多暑を昆ると曾 5笑zazz鏡ll:l$の関係

.日首外闘でも余り失効されていない.火謙却の不測の

鰻発災密事6tの笑倒に依る能燃が寝硬な@考資績にな

っている.従って予め野副された状況及怒元のもとに

この留の拠E貨を符うこ ζ は，技術Joのお掃の検，.Jのと

からも，叉依也予防の災被品Jllの，Cからも，不T怠義で

あるとヨ与えられもので..'.:;づIIIーの勾Ii>として三fl火

薬Mlを採りあげ，

1・ 火剤婦のIll!重からの延唆。ニ臨して貯獲された火

事頬か袋全な状舗を鋒lllfl 叢るか，

2・万貯産された火奈畑かt建売したc き，どんな

鯵梼を附涯に及ぼすか.

3・ 係法反軍10mを蕊1JIに-till三万ーの煤売に留し

てどんな火薬摩の惚遣が妥当であるか，

4・ 火'Ii.Wま蔵盆はどのはa妥当であるか，またそ

のIIIこ対してはζのWの保袋箆躍をとらせるべき

か，土縫は釦何にすべきか.
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